
ー

し

箱のおもてに書き,募金活動を していたことがある

が,結局そうして集ま った金は統一教会の本部へ と

吸い上げられて行 ってしまい,募金活動をしている

当の本人ですら,その金が何に還元されるのか知ら

ない。」ということである。だから募金活動をした

以上義務であるべきはずの一般への決済報告も一済

なされないことになる。5月 16日 の朝 日新聞朝刊の

AFP時 事通信によると「原理運動で知られている

文鮮明を指導者とする『世界基督教統一神霊会』が

世界本部を設置するために,ニ ューヨークのニュー

ヨーカー・ ホテルを買収 したことが13日 明らかにさ

れた。マンハッタンのマジソンスクエア・ ガーデン

近くにある40階建て 2000室 の同ホテルを 500万 ドル

(約 15億 円)で買収,こ こに本部を置き,信徒や賓

客の宿泊 ,さ らには会談 ,セ ミナー,文化交流の場

として使用する。ホテル買収費用の全ては外国特に

日本からの寄付によるものだという云々……。」さ

らに又中国新聞 5月 26日 付夕刊によると「統一教会

(筆者注 ,統一協会)グループは…… 6月 1日 にニ

ューヨークのヤンキースタジアムで『米建国 200年

を祝う大集会』を計画 して,ニ ューヨーク市内の街

頭で連日派手なキャンペーンを展開 している。同教

会はこの運動に 100万 ドルを注ぎ込んでいるといわ

れ……」そしてさらに最近になっては,「一説によ

ると,免税扱いを受けている宗教団体 としての統一

教会が米国で蓄えた財産は 3500万 ドル(注 ,約 105

億円)。 全米 100以上の都市に置いたセンターで年

額 1,200万 ドルを集める同教会の資産費用に,米国

税庁が疑惑の目を向け始めた。 (6月 5日 付朝日新

聞)」 のである。
｀
めぐまれない子 らに愛の手を

″
(も ちろん同 じ

文面で真面目に募金活動をしている団体もあるが)

という名のもとに集められた募金は,図 らずもその

ほとんどが文鮮明ら幹部の手許へと集約されている

だろうことは十分考えうる。募金する者の心を踏み

にじるこのような行為は断 じて許すことはできない

し,私達はここにもまた原理運動の虚偽性を見定め

ねばならない。ところが彼等 ,原理運動の者にとっ

ては,手段はどうあれ,文鮮明先生 =神に金を捧げ

るのは,募金 した人がそれだけ背負っている罪を浄

化することになるという復帰原理によって正当化さ

れてしまう。だから募金活動するものにとっては ,

そうした
｀
サタン (悪魔)″ 側から

｀
神側

″へと魂

の救済をすればするほど,よ り実践的でより信仰心

の篤い信者になると判断される。これは,ま さしく

現代の免罪符とでも言うべき偽善的なもので ,権力

側に安易に寄り添い,在来の資本主義体制の上にあ

ぐらをかいた宗教が金で人の魂の浄化の程度を計る

という意味で ,資本主義の歪みが二重の形で吹き出

しているといってもよいだろう。原理的解釈によれ

ば彼等以外の者は全てサタン界にいるものとなり,

サタン界の者からならばいかなる手段であろうが金

をせびり取 っても良いなどという態度は宗教者とし

てはすこぶるいい加減なものだ。なお,彼等の「統

一史観」によれば,神側
`善

,ア ベル型)一宗教改

革一第二宗教改革一民主主義 (米 ,英の自由主義国

家)。 サタン側 ζ悪 ,カ イン型)は ,ルネッサンス

ー啓蒙思想 。フランス革命―共産主義 (ソ 連 ,中 共

の共産主義国家)と いうことになり「希望の日」は

神側が完全にサタン債1を凌駕 した時に始めて到来す

るのである。ここで問題にしている募金正当化のた

めのサタン概念は,単に共産主義側にだけ向けられ

るるのではなく,統一教会以外の全ての人達に対 し

て拡大解釈されている。さらに共産主義を直情的・

感情的に否定 しさるその背後で,資本主義体制の中

で,安閑として政治エゴのために行動する原理運動

が現在ロッキー ド問題でやり玉にあがっている右翼

やKCIAと どす黒 くゆ着 している様相を見逃がし

てはならない。 5月 26日 付けの朝日新聞朝刊ニュー

ヨーク支局た日発の記事は「24日 夜発売のニューヨ

ーク・ タイムス紙は,『原理運動』で知 られ,米国

内で盛んな宗教活動を繰り広げている韓国の文鮮明

氏の運動が韓国政府と韓国中央情報局 (KCIA)
の援助を受けており,日 本の児玉誉士夫からも資金

援助を得ていると一面で報 じた。クリッテンデン記

者の報道によれば,文氏の『統一教会』の運動は ,

米国の韓国に対する軍事 ,経済援助を確保するため ,

米国内に韓国支持の空気を作ることに力をいれてお

り,米議会でロビー活動もおこなっているとしてい

る。米国の税関当局によれば,文氏の側近たちが日

本 ,韓国から米国へ資金を運ぶのに,韓国政府が外

交ルー トを提供 しているという信ずべき理由がある

としている。加えて,文氏の関係 している『国際勝

共連合』は,日 本の笹川良一氏 ,児玉誉士夫氏から

資金援助を受けていると同紙は報 じている。」以上

からも,文を頂点とする原理運動が本当の意味で民

衆の側に立つ宗教ではないことは確かである。

*
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さて,再び広大校内の実状にもどろう。 6月 1日

に広島大学会館で ｀
激動するアジア情勢どアメリカ

の使命
″

と題する大巻利治の講演会が行なわれた。

この講演会の主催者は全国共産主義研究会 (原理研 )

であり,そ のアピールは「左翼全体主義 (ソ 連 ,中

共 ,北鮮)の脅威から日本を守ろう。建国 200年 に

あたり,真のアメ リカの姿を知ろう。日,韓 ,華及

び自由アジアの団結を促進 しよう。混迷する学内に

創造的理念を提供 しよう。」というものである。会

場内には主催者側発表 450名 ,当 私見によれば約

300人前後が集まり,原理研関係以外の学生は 100

名前後だと見 られる。会は 5時頃始まり,初 っ鼻よ

り外人コーラスグループにより4曲 の歌が歌われた。

続いて,共産研活動報告として 2年間アメリカ各地

を回りながら,そ の実情をつぶさに見聞したという

イギ リス人KIM氏 のアピールが行なわれた。「ア

メリカの大学 ,社 会の精神的危機についてJ,一
通 りのメッセージを述べ,「 アメリカはその建国の

精神に帰えり,世界の為にある (?)ア メ リカとし

て,そ の誇りをとりもどすべきである。」というよ

うな事を発言 した。なお,1776年 のアメ リカ独立宣

言には,「 …いかなる政治の形体といえども,も し

これらの目的を毀損するものとなった場合には,人

民はそれを改廃 し,かれらの安全と幸福とをもたら

すべしとみとあられる主義を基礎とし,ま た権限の

機構をもつ ,新 らたな政府を組織す る権利を有す る

ことを信ずる。」と明 らかに「革命権」が主張 され ,「 …

…連続せ る暴虐と纂奪の事実が明 らかに一貫 した目

的のもとに,人民を絶対的暴政のもとに圧倒せんと

す る企図を表示するにいたるとき,そのような政府

を廃棄 し,自 らの将来の保安のために,新たなる保障

の組織を倉」設することは,かれ らの権利であり,ま

た義務である。」と続いている。 KIM氏 の唱える ,

そ してこの大会のア ピールにある,ア メ リカの建国

の精神にたち帰 るべきだ ,と い う主張には上述 した

独立宣言の精神が本当の意味で生かされているだろ

うか 。 とい うの も ,KIM氏 に続 く共 産研 活 動

報告 として「大会準備中の ,一部左翼学生の中傷 と

暴力に訴えた妨害活動は後をたたず ,大学界の腐敗

した実態を痛感 して きた我 々であるが…」云 々の内

容の事を提起 したにもかかわ らず ,後の大巻の講演

中に立ちあが って異議を申したてた一学生を暴力的

に (四 方か ら原理研の者数人が彼の発言を封 じよ う

として ,場外へ強制的に)追放 し (な おそのために

その学生は鼻血を出 していたが)講演の進行を続行

させようとしたのである。翌月 6月 2日 にくば られ

た共産主義問題研究会のビラの部分には「なお,講

演中も,ヤ ジを もって妨害活動を行な った心ない一

学生 も人 々のひん じゅくを買 うのみ。大学人のモラ

ルの低 さを憂 うものである。」と掲載 しているが ,

ひん じゅくを買 うべきなのはむ しろ共産主義問題研

究会の方である。そうした彼我の顕在化 した矛盾は

さておき大巻は講演の中で ,ベ トナム戦争を中心に
,

共産主義陣営の恐 ろしさを述べひたす らアメ リカ礼

讃一本槍で論を進めた。パ リ和平協定において ,協

定を守 ったのはアメ リカ軍の徹退のみで ,共産主義

者 =北 ベ トナムは約束を全て破 ったと言 うのである。

彼は ,ベ トナム戦争がそもそも誰のおかげで始まり ,

誰によ って南北に分断されたのかを全 く考えていな

い。暴力によって場外に連れ出された学生の衝いた

点はまさにそこだ ったのである。米国の帝国主義的

軍事介入 に対 して良識あるアジア人な らば,必 らず ,

大巻の白々しい ,ア メ リカ礼讃 には抵抗を示すはず

であり,又 それが当然なのだ。 1945年 ,ハ ノイで
,

ホー・ チ・ ミンを主席とす るベ トナム民主共和国臨

時政府の名で発表 されたベ トナム民主共和国独立宣

言には,フ ランスの植民地政策 とそれに続 く日本の

帝国主義支配のとってきた態度に対 して ,そ れ らは

ベ トナム人民の ,フ ランス人権宣言の精神でもある ,

自由,平等 ,博愛の旗をけが し,正義 と人道に反す

る行為だと指摘 し,ベ トナム人民の自由と独立を高

らかに宣言 している。このベ トナム独立宣言はかつ

てのアメ リカ独立宣言の他民族の従属か らの解放 ,

他民族支配か らの独立の精神を反映 しているのであ

る。人民の「生存権」と「革命権」を基礎に したア

メ リカ独立宣言 も,ベ トナム民主共和国独立宣言 も

明 らかに「民主主義」の思想を軸 に持っている。 しか

し,ア メ リカは 自国利益のために軍時介入をすると

い う時点でベ トナム独立宣言 ,さ らにはアメ リカ自

身のかつての出発点であった独立宣言をも踏みにじ

ったのである。どのような理屈をつけても,そ のよ

うな根本的な誤 りを認めるわけにはいかない。 ｀
世

界情勢 に鋭い1旨針
″

というビラの題 目は明 らかに｀
世

界情勢に鈍い誤針
″

であ ったと考えねばな らない。

一学生 に暴力を加えておいてなん ら自己批判 もせず

に逆に真実を歪めていなおる原理研の自己欺騎性は

明 らかである。彼等は ,ア メ リカ侵略軍 によるソン

ミ虐殺や北爆の多大な被害を受けた罪のない子供 ら
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ー

し

の魂を冒漬し去るものである。そこには先人たちが

活し,学んできたことの歴史的教訓はなんら生かさ

れていないし,彼等が日頃唱える
｀
愛

″の本質もそ

こに見えている。

*
「愛を ,連帯を」と微笑んで くる統一 教会の学

生が自分達の神 と信 じているカリスマ的存在たる

文鮮明そしてその側近者たちの欺臓をも正当化す

るならば,私達はその洗脳の深さに感嘆せ ざるを

えないだろう。それは寛容でもなんでもなく本音

を言わない,杏 ,本 音 さえ も組織の枠の中で見失

っている状態 と言える。安定 した組織 に自己同一

性を同化することによって彼等は「なぜか ?」 「な

ぜそうするのか ?Jと いう根本的な懐疑の精神を放

棄している。それは真なるものを見極めることがで

きていないところにおいて人間喪失あるいは自己疎

外に陥入っているとさえ言える。彼等の目指 してい

る` 愛
″によって導かれた人間関係というものが実際

は,甚 だ不自然な形をとって現われる。それという

のも,彼等はまず「神を信 じますか ?神 の愛を信 じ

ますか。現代は愛が欠けています。だからこそ神の

愛によって私達は生きるべきです。」というような

ことをにこにこした顔で寄ってきて言うのである。

彼等が現代における愛の不在を唱えることに異論は

ない,その通 りだと言える。ところが本当の人間関

係とは,し ょっ鼻から「愛」や「神の愛」を持ち出

すだろうか。否,裸の人間関係とは,知 らず知らず

のうちに親 しくなったり,色 々な喜怒哀楽を通 して

線察Fを言[1『曇賜螢 lゞ 菖蓑願撃巖曇3Fi泉 』

る。そして本当の人間関係で「愛」や「神」が論 じ

られるのは,親 しさが極まってか らであろう。又 ,

彼等は共産主義者もしくは,自 分達に同調的でない

人には近づいてはこないし接触することを極度に嫌

う。これは原理講論によって体系づけられた思惟 し

かしない彼等が (3日 間の修練,さ らに 7日 間 ,12

日間の集中的な教育は一種の宗教的洸惚感の中で行

なわれ,そ こには自由な選びの精神や批判の入りこ

む余地はない,彼等はただ上からの言葉を甘受する

だけである。)勝共を叫んでいながらその実 ,唯物

弁証法がいかなる歴史的必然のもとに出てきたのか

を知ろうとはせず,(彼等は弁証法をどのように理

解 しているのだろうか ?上部から与えられた勝共理

論を堅固にせんがために共産主義を研究 していらっ

しゃるらしいが ,そ のよ うな態度は ,方法論 として

およそ弁証法的ではない。)だか ら,人選びを して
,

特に自分達 にとって都合の悪い者は避けて ,同調 し

そうな者だけに近よ って行 く行為は ,本当の意味で

のキ リス ト教の普遍的な愛ではない。彼等が本当の

キ リス ト教徒であれば,共産主義者をも愛す るはず

である。彼等の結ぼ うとしている人間関係は ,多分

に打算的であ り,作為的である。打算や作為が先行

している政治的な愛はい くら積み重ねた所で ,う そ

の上にうそを積むよ うなものだ。利害 ,打算のない

人間関係 によ ってのみ
｀
我

″
と

｀
汝

″
の関係がいわ

ば偶然的な一対一の出会いを通 して導かれるのであ

る。こうした しらじらしい友愛を志向する態度は ,

他面 ,実際には何 ら宗教的実践を行な っていないこ

とと無関係ではない。せいぜいす ることと言えば
,

学内の清掃キ ャンペー ンぐらいである。ば っぱと学

内を清掃 した り,(最近は ,あ まり見かけませんが)

統一教会に心酔 しそ うな学生を勧誘 に回ることで 自

分達の実践だと満足 している姿は多分に自慰的であ

る。宗教 として ,混沌 とした現在によって立つな ら

ば ,ど うしてまず 自分達の身近 にある福祉問題や公

害問題 ,朝鮮問題を根本的に自らの内で問題化 し,

地道に,個人的に努力 しないのか。私達はそこに
,

かえ っておよそ宗教的でない妥協の精神 ,盲 目の精

神を見 る。そ うした社会の表面だけをとらえた態度

はさなが らどこかのお坊 っちゃんの自己満足 である。

しか し,こ うした原理研の現象的な興隆に本当の現

代の危機があるのではない。問題 はむ しろ,原理研

が容易 に入 ってゆけるだけの 日本の歪んだ型での核

家族化の進行 と親子関係の断絶 ,さ らには人間同志

の信頼関係の欠如である。そ してさ らに言わせても

らえば ,広大はおろか 日本の大学の学生 ,教官の人

間 として当然 もつべき主体性の欠如である。原理研

が入 り込んできても,な お平気なその無関心 さであ

る。原理研の唱える現代の愛の欠如はむ しろ ,大学

生 さえも例外ではない現代人の ,自 己空洞化 ,精神

的淳帯の一面を言 いあてているとさえ言え ,ま たそ

うした傾向自身が虚偽的な宗教団体 (さ らには ,格

子なき牢獄国家化)を育成 している核であり相補的

関係でさえあるのだ。私達は ,今後 ,に せ ものとほ

んものを見極める目をや しない学生 としての良心に

の っとってこの現象を上台か ら解明 し,空洞化 した

殻を破 るだけのイニシアテ ィブを高 めてゆかねばな

らないと思 うのである。
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最近は,ど うも書き手の人間性や実践を知 らないとその人の著作がまゆつばものに思えてくる。そ

れは又,表現することの限界 ,学問することの限界にも通ずるヒ′,逆にそうした限界の中でいかにし

て ｀
やさしきもの″

と
｀
誠実なるもの″の両極を貫ぬいていくかを我々に提起 してくれる。かつての

全共闘運動が「先生,言 ったことは守りなさい」と学者の言行不一致を追求 した根本的精神はもちろ

ん学者以外の全ての人間にあてはめて考えられねばならない。ただ言行一致 ,実践 ,行動ばかり叫ん

でるとついつい浮き足立つ。地道に努力する
｀
言

″は必 らず
｀
行

″
と一致するはずだ し,地道な

｀
行

″

もまたきっと
｀
言

″
と一致するはずだ。

高 木 市 之 助 全 集 の こ と

どんな学問の世界にも,そ の学問を深 く極め,新
しい学風を創 り上げた何人かの先達がいるはずです。

学問を山脈にたとえるならば,それらの先達は,い

わばその山脈に省え立ついくつかのピークをなすと

言 ってもよいで しよう。ぼくたち後進は,それ らの

峰々をこの眼と足でたしかめながら,新 しい学問の

創造に向かわねばなりません。

高木市之助■L生 は,日 本文学研究におけるそのよ

うな巨峰の一人でありました。先生の晩年の約25年

間 ,そ ば近く教えを受けることができたぼくは,い

ま,遺著の編集を担当しながら,あ らためてそのこ

とを思わずにはいられません。

こんど講談社から出版されることになった「高木

市之助全集」の内容見本に載せた刊行の辞に,ぼ く

は次のように記 しておきました。

<高木市之助博士の学問は,みずみずしい感性と

強靭な論理 ,精緻な実証によって,単 に明日の国

文学への指針たるのみならず ,ひ ろく古典を愛す

る読書人に,文学の真の人間的意味を語 りかける

ものであります。>
先生の学問の歩みは,「国文学五十年」 (岩波新

書・ 全集第九巻所収)に詳しく語 られていますが ,

先生が80余年の生涯をかけて求めてこられたものは ,

文学とその研究を人間の場に解放することでした。

戦争中の「吉野の鮎」 (全集第一巻所収)に続 く

深  萱  和 男

戦後の代表的著書「古文芸の論」 (全集第 6巻所収)

では ,しばしば三木清の「構想力の論理」のことに

触れられています。構想力は人間のロゴスとパ トス

を統合する力であり,芸術一文学もその一つである

ことは言 うまでもありません―は ,構想力が生み出

した最勝義の<形 >です。したがって,芸術一文学

―を対象とする学問もまた,す ぐれて人間的な営為

でなければなりません。 (も ちろん,だからといっ

て,文学研究がそれ自身の殻に閉塞 しておればよい

というのではありません。むしろ,そ の逆に,文学

研究は,も っと主体的に他の諸科学の成果を吸収 し

ながら,独 自の方法を開拓 してゆくべきでありまし

ょう。)

具体的には,先生の一つの大きな関心は,リ アリ

ズムないしリア リティに向けられていました。たと

えば,記紀歌謡の久米歌における民衆生活の反映の

指摘は (前掲「吉野の鮎」),「 うちてしやまむ」

で終るその歌謡が,戦争中戦意昂揚歌としてのみ解

釈され流行 しただけに,当 時のきわ立 った発言とし

て今もその価値を失っていません。そしてそのよう

な リアリズムないしリアリティヘの関心は,最晩年

の「貧窮間答歌の論」 (全集第二巻所収)に まで持

続されています。同書の中で使われている<孤語>
という術語は,実証に裏 うちされた感性と論理を総

合 した,いかにも先生 らしい造語です。刀戦に4500
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